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「書道アート1」 大書授業風景
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海外留学生も大変興味深く体験した様子。
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横山豊蘭「書道アート1」 大書体験授業風景



書画展覧余興之図 書画会の図

書画展覧余異之図 河鍋暁斎ほか一幅 明治 14(1881)年頃
紙本塁画淡彩 1734× 783 河鍋暁斎記念美術館蔵

書画会の図 河鍋暁斎ほか一幅 明治 9(1876)年
絹本墨画淡彩 1315× 655 個人蔵
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音楽 CDジャケット 題字 横山豊蘭
ポルノグラフィティ「WORLDILLIA」

(ソニーミュージック)

月刊ヒーローズ (小学館 )

漫画表紙 題字 横山豊蘭
本宮ひろ志「国が燃える」

(集英社)

漫画「天威無法―武蔵坊弁慶―」 題字 横山豊蘭
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書道アートをめぐつて

2013年 4月 、横山豊蘭「書道アート1」 を開講し、191名 の受講生が集まった。

4月 17日 、名古屋芸術大学西キャンパス体育館にて、大書体験授業が行われた。 (※

P7,8)

小生によるデモンストレーション (手本書き)か ら始まり、それぞれの場所で手本が

書き終わると、時折、大きな歓声や拍手がおこるなど、会場は熱気に包まれ、学生達の

書に対する関心の高さをあらためて感じた。後期、書道アー ト2で も予定しているが、

今後このイベントのイメージとしては、幕末から明治にかけて行われた「書画会Jを想

起させるようなものを考えている (※ P9)。

1998年、アー トコンペティション「アーバナー ト♯6」 大賞受賞以降、マスメデイ

アを通 じて「書道はもはやアー トである」と言い続け、作家活動を展開してきた。00

年代の激動の変化、状況も後押 しとなり、現在、それが様々な現象を巻き込み乍ら大き

な渦となり、益々大きくなってきていると感じる。

昨年、2013年 9月 14日 ～ 28日 まで、村上隆氏や奈良美智氏などを輩出した現代アー

トギヤラリーである、小山登美男ギヤラリー (東京)で は、「清澄」 と「渋谷 ヒカリ

エ/8Jの 2会場を使い、書家の (故)井上有一氏の展覧会が開催された。また同年、

東京都現代美術館チーフキュレーターである長谷川裕子氏がキュレーターを勤めたジャ

ルジヤ・ビエンナーレ11で も、井上氏の書が出品され、井上有一氏の「一宇書」は、アー

トとして再び世界を席巻 している。20H年、オノ・ヨーコ氏が、第 8回 ヒロシマ賞

受賞を記念 した展覧会「希望の路 YOKO ON0 2011」 (広 島現代美術館)では、書道

パフォーマンスを行い、話題となったのは記憶に新 しい。現在、前衛、伝統関係なく、

日本の書が「日本のアー トJと して注目され、再評価されている。

もちろん以前から美術史研究の世界では、美術史家の北澤憲昭氏が著書「眼の榊殿」

で、日本の近代化における歴史的制度的な意味での美術、絵画と書の関係性を記述 し、

辻惟雄氏は著書「日本美術の歴史J(東京大学出版会)2004の なかで、多 くの紙面を

使い、日本美術史における書の重要性を記述している。美術評論家の (故)針生一郎氏

は、書家の (故)比 田井南谷氏の書にいち早 く注目し、コンテンポラリーアー ト、「線

の芸術」としての書の可能性を指摘した。

近年、書道をモチーフとした ドラマや映画、漫画などが巷を賑わし、全国の高校生が

書道パフォーマンスを競う「高校生全国書道パフォーマンス甲子園」も大人気である。

一過性の単なるブームかと思いきや、そうでもなさそうだ。広告 (※ P12)、 書籍、漫

画雑誌、音楽 CDジ ャケット (※ P10)、 商品ラベルの題字などでも書が多 く起用され、

タレントによる書のパフォーマンスなど、枚挙にいとまがない。日本人は老若問わず、

根底から書が好きなのだ。若者の間では、書が古臭いものではなく、新鮮で「かつこ

いい」ものとして認識されているようだ。近年の社会状況を受け、民衆から湧き起こる

芸術～アー トヘの意志、エネルギーが、現在のような形態として現れてきているように

思われる。
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昨年開催された、あいちトリエンナーレでは「揺れる大地」と銘打ち、大震災以降、

揺れ続ける現在の価値観を問いかけている。今後の若い学生達が、現在の揺れる社会の

中で、関係性をいかに見つけ、自らの表現活動を行っていくか、柔軟でタフな表現者に

なれるかどうか、それが今後の重要な課題となっていくだろうと考えている。

「書道アート1、 2」 非常勤講師  横 山 豊 蘭

此の度、名古屋芸術大学書道アー トが、第 32回毎日新聞主催富士山学生書写書道展

において「最優秀団体賞」を受賞しました。皆様のご理解とご協力に感謝し、ここにご

報告させていただきます。(2013年 11月 29日 付け毎日新聞掲載)
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新日本石油 ENEOSポ スター題字 「Your Choice Of Energy」 2003


